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（a）降圧型DC－DCコンバータの実測例
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図1　前回製作した信号注入アダプタを利用すると，負帰還ループのゲイン−位相周波数特性を計測することができ，さまざまなアナロ
グ回路の安定性を定量的に評価できる（Analog Discoveryによる実測）
ループ・ゲインが0 dBとなるクロスオーバ周波数での位相余裕が60°以上あり，安定している

　 前 回 製 作 し た 信 号 注 入 ア ダ プ タ と Analog 
Discoveryを組み合わせると，アンプや電源，サー
ボなどの安定性を定量的に評価できる，測定範囲
1 Hz 〜 100 kHzの実用的な周波数レスポンス・ア
ナライザになります．
　今回は，本器を実際に使ってみます．測定ターゲ
ットは，クロスオーバ周波数が100 Hzより低くな
ることがある降圧型と昇圧型のスイッチング電源で
す．図1に示すのは，負帰還ループのゲイン-位相
周波数特性を実測した例です．クロスオーバ周波数
での位相余裕は60°以上確保されています．これは
回路が安定していることを意味します．安定性は，
ループ・ゲインだけでなく，出力インピーダンスの
周波数特性でもわかります．そこで連載第15回で
製作した交流重畳型電子負荷アダプタを使った測定
例も紹介します． 〈編集部〉

使ってみる①
降圧型DC−DCコンバータ

● 高い電圧から低い電圧に変換する動作原理
　図2（a）は降圧型DC−DCコンバータの動作原理図
です．直流入力電圧を高速でON/OFFし，その波形
をコイルとコンデンサで平滑します．すると入力電圧
にオン時間の比（0 〜 1）を乗算した出力電圧が得られ
ます．図2（b）はスイッチをトランジスタとダイオー
ドに置き換えた回路です．
　図2（b）に示すように，トランジスタがONすると次
の式で決定される電流変化ΔIL［A］でコイル電流が
上昇します．

ΔIL ＝
VL

L
ただし，VL：インダクタの両端の電位差［V］，
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